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質
問
 

　
三
俣
振
興
対
策
に
お
け
る
街
な
み

環
境
整
備
事
業
の
今
後
の
見
通
し
と
、

修
景
整
備
事
業
の
支
援
策
は
早
期
に

実
施
で
き
な
い
か
。
 

 　
町
長
答
弁
 

　
「
街
な
み
環
境
整
備
事
業
方
針
」
の

国
の
承
認
と
地
元
と
の
協
定
の
締
結
、

計
画
の
国
と
の
協
議
を
得
て
、
道
路

等
の
整
備
と
、
住
民
等
が
行
う
外
壁

等
の
事
業
を
実
施
す
る
。
6
月
末
に

は
国
と
の
協
議
、
7
月
に
は
事
業
着

手
に
向
け
整
備
事
業
の
調
査
設
計
が

で
き
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。
そ

ば
栽
培
、
わ
さ
び
の
栽
培
の
実
施
は

難
し
い
。
 

 　
質
問
 

　
水
洗
化
率
と
三
俣
・
二
居
地
区
下

水
道
処
理
形
態
と
地
元
要
望
に
ど
う

応
え
る
の
か
。
 

 　
町
長
答
弁
 

　
水
洗
化
率
は
82
・
7
％
、
三
俣
地

内
で
は
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

の
整
備
方
針
を
表
明
し
て
き
た
が
、

早
期
要
望
に
も
関
わ
ら
ず
河
川
区
域

も
決
ま
ら
ず
護
岸
整
備
計
画
も
進
ま

な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
間

財
政
状
態
も
厳
し
さ
が
増
し
、
下
水

道
の
未
整
備
地
区
に
つ
い
て
は
、
再

検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
公
共
下
水

道
方
式
と
合
併
浄
化
槽
方
式
と
を
比

較
検
討
し
て
、
地
元
説
明
会
で
処
理

方
式
を
決
定
し
た
い
。
 

 　
質
問
 

　
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
つ
い

て
、
近
隣
市
町
村
並
び
に
民
間
計
画

と
の
か
か
わ
り
と
対
応
は
。
 

 　
町
長
答
弁
 

　
湯
沢
町
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

は
、
昨
年
に
国
の
認
定
を
受
け
、
よ

う
や
く
骨
子
、
基
本
構
想
が
ま
と
ま

り
、
民
間
主
体
に
で
き
る
も
の
か
ら

進
め
た
い
。
周
辺
市
町
村
と
連
携
し

て
何
が
協
力
で
き
る
か
協
議
し
た
い
。

木
質
固
形
燃
料
化
事
業
に
つ
い
て
は
、

十
日
町
市
な
ど
民
間
ペ
レ
ッ
ト
工
場

に
間
伐
材
の
供
給
な
ど
協
力
し
て
、

利
用
す
る
こ
と
が
賢
明
で
あ
る
。
 

 　
質
問
 

　
一
般
家
庭
の
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
導

入
へ
の
補
助
制
度
は
あ
る
の
か
。
 

 　
町
長
答
弁
 

　
直
接
投
入
型
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
の

導
入
は
一
般
家
庭
の
み
と
し
て
、
松

川
・
土
樽
処
理
区
か
ら
導
入
し
検
証

し
た
上
で
浅
貝
、
湯
沢
処
理
区
へ
と

拡
大
し
て
い
き
た
い
。
設
置
費
用
の

補
助
は
行
わ
ず
、
所
用
の
措
置
を
講

じ
た
上
で
町
民
に
周
知
、
啓
発
を
図

っ
た
後
に
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。
 

 　
質
問
 

　
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
あ
る

資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
化
、
生
ご

み
の
堆
肥
化
と
の
基
本
的
な
考
え
方

は
何
か
。
 

 　
町
長
答
弁
 

　
資
源
の
再
利
用
や
廃
棄
物
の
減
量

化
を
図
る
意
味
で
も
生
ご
み
の
リ
サ

イ
ク
ル
化
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
町
の
構
想
は
バ
イ
オ

マ
ス
施
設
で
電
気
や
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
採
り
、
そ
の
後
発
酵
残
渣
を
堆
肥

に
利
用
す
る
計
画
で
あ
る
。
 

 　
質
問
 

　
農
業
と
観
光
の
更
な
る
連
携
と
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
目
指
す
の
か
。
 

 　
町
長
答
弁
 

　
10
月
か
ら
の
「
新
潟
Ｄ
Ｃ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
に
全
国
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
と

地
方
行
政
、
地
元
観
光
関
連
事
業
者

が
一
体
と
な
っ
て
、に
い
が
た
の
「
食
」

を
全
国
に
売
り
出
し
誘
客
に
つ
な
げ

る
。
雪
国
観
光
圏
の
計
画
で
も
、「
地

産
地
消
」
や
「
農
と
観
光
の
連
携
」

に
も
期
待
し
て
い
る
。
昨
年
生
ま
れ

の
「
越
後
お
発
ち
飯
」
は
、
加
盟
店

が
18
軒
、
火
坂
雅
志
先
生
に
も
食
べ

て
頂
き
好
評
で
し
た
。
新
し
い
分
野

に
観
光
を
介
し
て
、
湯
沢
の
食
材
の

素
晴
ら
し
さ
を
広
め
て
頂
き
た
い
。
 

 　
質
問
 

　
国
道
17
号
線
新
三
国
ト
ン

ネ
ル
早
期
開
削
と
温
泉
通
り

の
電
線
地
中
化
、
並
び
に
松

川
橋
架
け
替
え
と
原
新
田
・

宮
林
地
区
の
県
道
拡
幅
要
望

の
今
後
は
。
 

 　
町
長
答
弁
 

　
新
三
国
ト
ン
ネ
ル
の
早
期

開
削
は
、
20
年
度
予
算
に
2

億
2
千
万
円
が
計
上
、
12
月

に
は
、
み
な
か
み
町
で
、
国

土
交
通
省
、
財
務
省
、
地
元

選
出
国
会
議
員
に
要
望
し
て

き
た
。
今
後
も
み
な
か
み
町

と
連
携
し
て
早
期
実
現
に
向

け
、
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
。
 

　
温
泉
通
り
の
電
線
類
地
中
化
に
つ

い
て
、
今
後
は
電
気
通
信
事
業
者
や

交
通
管
理
者
な
ど
か
ら
な
る
協
議
会

を
設
立
し
、
地
元
事
業
協
同
組
合
に

協
力
し
て
、
こ
の
事
業
の
推
進
に
向

け
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。
 

　
原
新
田
・
宮
林
地
区
の
拡
幅
に
は
、

毎
年
、
他
の
県
道
要
望
項
目
と
合
わ

せ
て
、
機
会
あ
る
ご
と
に
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
松
川
橋
に
は
、
県

の
土
木
部
長
や
都
市
局
長
等
管
内
視

察
時
に
架
け
替
え
の
必
要
性
を
説
明

し
、
新
規
要
望
を
し
て
い
る
。
 

 

師 田 　 保  

温泉通りの電線地中化事業の今後は 

厚
生
福
祉
常
任
委
員
会 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会 

産
業
建
設
常
任
委
員
会 


